
人 と 自 然 が 輝 く 水 源 の 郷

みなさまの声を議会に
TEL：0554–52–2112　FAX：0554–52–2572　E-mail：gikai@vill.doshi.lg.jp

No.32
平成28年10 月7日発行
山梨県道志村議会

● 定例会　（一般質問を一問一答方式試行的実施）

● 決算認定 　（平成 27 年度） 健全な財政状況と判断

● 一般質問　（７人が問う）

● あの一般質問は・今　（ふるさと納税の現状とその活用は）

● 紹介／がんばる人紹介　（道志村農産物生産出荷組合／佐藤最上）
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９ 月
定例会
　9 月定例会は 9 月 6 日から 16 日まで開催され、28 年度一般会計補正予算、28 年度 5 件の特

別会計補正予算、1 件の条例改正、平成 27 年度決算などを審議し、原案通り可決承認しました。

　今回の一般質問は一問一答方式を試行的に行いましたが、まだまだ改善の余地があると思われます。

・村　　　税　　　　　　　　　       　　　　　　

・地方交付税　　　　　　

・繰　越　金　

・村　　　債

・民　生　費　　　　　　　　　       　　　　　　

・農林水産業費　

・商　工　費

・土　木　費

・教　育　費

おもな審議事項
●一般会計補正　2280 万円を追加し、総額 21 億 882 万円で議決

●30人以下学級実現、義務教育費国庫負担金制度拡充を図るための請願を採択

お も な 財 源

お も な 財 源

おもな使いみち

おもな使いみち

　教育環境整備のため、30 人以下学級とし、義務教育費国庫負担金制度の国負担割合を二分の

一に復元し、教育予算の拡充を求める請願で、国の関係機関に意見書を提出

1 0 5 0 万円

3 3 6 6 万円

6 0 6 2 万円

7 6 1 万円

（村民税、固定資産税、軽自動車税の調定額確定）

（普通交付税算定による増額）

（平成 27 年度決算による繰越金の確定）

（緊急防災・減災事業債、臨時財政対策債の増）

（福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金他）

　（農道・水路等緊急修繕費他）

（室久保農村公園枯れ松伐採委託、東部林道仮設展望台設置他）

（谷相地区落石防護棚設置工事測量設計他）

（小中学校改築木材製材・調達業務委託他）

6 5 7 万円

4 1 4 万円

2 7 8 万円

2 5 4 万円

6 1 5 万円

●特別会計補正　3 会計で 1426 万円を追加し、５会計総額９億 3118 万円で議決
（中山間地域総合整備事業負担金の増額）

（介護保険特別会計前年度繰越金）

（道志村介護保険基金）

（介護保険特別会計決算による精算金）

　（確定申告による消費税納付） 

・村　　　債　　　　　　　　　       　　　　　　

・繰 越 金

・基金積立金　　　　　　　　　       　　　　　　

・諸 支 出 金　　　　　　

・浄化槽事業費

1 0 0 万円

1 3 4 4 万円

7 4 5 万円

5 9 9 万円

8 0 万円

●条例改正　議決
条 例 改 正　1 件 ・情報通信施設の設備及び管理に関する条例の一部を改正

各家庭に設置の端末機は、今まで負担金（１戸当たり２万円）でしたが条

例公布の日（9/16）より無償となりました。

一般質問、一問一答方式
試行的に踏み切る！
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議案等の質疑
本定例会で行った、協議会での

質疑の一部を紹介します。

定住人口の増加事業計画はＱ

Ａ 現在、空き家調査等を行っており、定住
者の受け入れ態勢を整え、道志情報館、
移住コンシェルジュなどを通し道志村
内外に、幅広くＰＲしていく予定です。

●現在行っている事業内容は

ボランティア団体「あすなろ会」の解散Ｑ

Ａ ボ ラ ン テ ィ ア の 種 類 毎 に 個 人 ボ ラ ン
ティアを募集し、活動を継続して頂く方
向で進んでいます。

●その後の対策は

空き家調査中

薪の保管場所「木の駅」

ふれあいサロンでの活動

道志の湯、薪ボイラーの改善はＱ

Ａ 道志の湯の人員体制の充実と作業改善
を図り稼働率を高めていくように指導
しています。

●稼働率を高める為の工夫は必要ないか

ＡＡQQ＆＆
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＊学校建設費５億３８４２  万円など  
【一般会計２４億６３６６万円・特別会計　（７会計の合計）８億９０９０万円】

総額 34 億円
＊学校建設費（一期、二期工事）平成 27 年発注額　　　5 億 3842 万円
　学校建設費決算額　　　　 　　　　　　　　　　5 億 6887 万円

（繰越額 4 億 436 万円）

平成２７年度    一般会計の決算

平成２７年度    特別会計の決算

■ 歳入（はいってくるおかね）……　２６億２２１０万円

■ 歳出（どうつかわれたか）………　２４億６３６６万円

■ 歳入歳出差引（のこったおかね）         １億５８４４万円

繰越事業に充当するお金　　　　　　　　 　   １０７１万円

純繰越金（28 年度の事業で使うお金）         １億４７７３万円
（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）

会　　 計 　　名 歳   入   総   額 歳   出   総   額

国 民 健 康 保 険 3 億 5088 万円 3 億 3119 万円
国民健康保険診療所 1 億 1344 万円 1 億 1344 万円
簡 易 水 道 事 業 １億　997 万円 １億　977 万円
介 護 保 険 2 億　578 万円 1 億 9085 万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 136 万円　 136 万円
浄 化 槽 事 業 1 億　207 万円 1 億　197 万円
後 期 高 齢 者 医 療 4234 万円 4234 万円
合　　　　　　　計 9 億 2584 万円 　　　8 億 9092 万円
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＊学校建設費５億３８４２  万円など  
【一般会計２４億６３６６万円・特別会計　（７会計の合計）８億９０９０万円】

【一般会計の目的別歳出】

平成 27 年度
決算認定

●議会費
　２７年度　　　４４２３万円
　２６年度　　　４２７４万円

●総務費
　２７年度　３億２５８７万円
　２６年度　３億２９５９万円

●衛生費
　２７年度　１億　３９４万円
　２６年度　１億　４８７万円

●土木費
　２７年度　２億１３８４万円
　２６年度　１億６１００万円

●公債費（借金の支払い）

　２７年度　２億７７３０万円
　２６年度　２億７４３７万円

●民生費
　２７年度　２億３１２５万円
　２６年度　２億５７５９万円

●農林水産業・商工費
　２７年度　２億６２９０万円
　２６年度　２億９２５２万円

●消防費
　２７年度　１億　７４８万円
　２６年度　３億４６１５万円

●災害復旧費
　２７年度　　　２８０９万円
　２６年度　　　　３１１万円

★ 災害事業の増加

●教育費
　２７年度　７億５０３０万円
　２６年度　３億８６７５万円

★ 学校建設費による増加

●諸支出金
　２７年度　１億１８４６万円
　２６年度　　　１３９４万円

★ 基金の積立金

監査結果　財政の健全化判断比率の指標
で、実質公債費比率は 6.1％と、早期健全
化基準 25％を大きく下回っているので、
健全な財政状況であると判断する。また、
各課の事務、事業執行状況については適
正に処理されている。
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一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

   
村
政
を
問
う

※
一
般
質
問
の
形
態
・
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。
９
月
定
例
会

よ
り
一
問
一
答
方
式
を
試
行
的

に
行
い
ま
し
た
。

９月定例会一般質問一覧

７
人
の
議
員
が
質
問

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
、

11
月
上
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
次
回
定
例
会
は
12
月
に
開
催

し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

　

本
会
議
10
人
（
席
の
都
合
上
）

・
９
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

　

本
会
議
９
人

・
問
合
せ　

議
会
事
務
局

 

☎
 ０
５
５
４
︲
52
︲
２
１
１
２

■ 佐藤　和彦 議員
１. 総合戦略における就業環境をつくる具体策は
２. 観光集客施策についての考えは
３. 水源の森伝習館の再利用は

■ 大田　博文 議員
１. 富士山噴火時の広域避難訓練計画は 
２. 国道４１３号線の夜間照明の老朽化対策は
３. 公園の遊具整備計画は

■ 山口　博康 議員
１. 道坂川砂防工事の調査進捗状況は
２. 観光客の冬場の増加対策が必要では
３. 内水面漁業の振興は

■ 佐藤　長久 議員
１. 男女共同参画計画に対する村長の認識は
２. 市町村合併問題に対する村長の認識は 

■ 池谷　高明 議員
１. 工事名変更は事前説明を

■ 佐藤　　進 議員
１. 工事指名業者の選定方法は
２. ふるさと納税の取り組みは

■ 佐藤　一仁 議員
１. 地域密着型老人福祉施設はどうなっているか 
２. 全国源流の郷協議会での取り組みは
３. 株式会社どうしへの指導は
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Ａ 佐藤和
かずひこ

彦  議員

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
長

産
業
振
興
課
長

村
長

西川先生像
＊西川鐃先生は、村の名誉村民となっている。

佐
藤

　

３
月
に
道
志
村
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
国
が

提
示
す
る
政
策
の
５
原
則 

①

自
立
性
、
②
将
来
性
、
③
地

域
性
、
④
直
接
性
、
⑤
結
果

重
視
と
あ
り
ま
す
が
、
道
志

村
に
お
い
て
の
基
本
目
標
に

「
道
志
村
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
」
村
に
縁
の
あ

る
企
業
と
連
携
し
て
就
業
環

境
を
つ
く
る
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
企

業
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

　　
「
企
業
と
提
携
し
た
新
し
い

雇
用
環
境
創
出
」
事
業
は
、

現
在
作
成
中
の
「
道
志
村
雇

用
環
境
創
出
協
定
書
」
に
具

体
的
な
取
り
組
み
及
び
実
施

方
法
を
掲
げ
、
そ
の
取
り
組

み
及
び
実
施
方
法
に
賛
同
頂

け
る
、
企
業
を
対
象
に
協
定

を
結
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

協
定
書
完
成
後
に
、
村
内
企

業
、
富
士
吉
田
市
、
都
留
市

等
近
隣
市
町
村
で
村
民
が
経

営
し
て
い
る
企
業
、
村
に
縁

の
あ
る
企
業
に
働
き
掛
け
を

行
い
ま
す
。

　

観
光
集
客
施
策
と
し
て
、

現
在
、
国
道
４
１
３
号
を

通
過
す
る
交
通
車
輌
は
、

年
間
数
十
万
台
あ
り
ま
す

が
、
道
志
村
を
目
的
に
来

る
観
光
客
は
一
割
に
も
満

た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
道
志
村

の
観
光
・
集
客
は
ま
だ
ま
だ
、

伸
び
代
が
あ
る
と
思
う
が

　

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を

　

す
す
め
る

　

通
行
す
る
車
の
数
と
比
較

し
て
道
志
村
を
目
的
と
し
た

観
光
客
は
少
な
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
よ
り
魅
力
の
あ
る

村
づ
く
り
に
努
め
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
も
で
き
る
だ
け
予

算
を
か
け
ず
に
わ
か
り
や
す

く
作
成
す
る
な
ど
の
工
夫
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
さ

ら
な
る
観
光
客
増
加
を
目
指

し
、
自
然
景
観
を
生
か
し
た

展
望
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
、

よ
り
一
層
道
志
村
の
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

場
所
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
源
の
森
伝
習
館
に
つ

い
て
、
再
利
用
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
、
西
川
先
生

像
の
移
転
計
画
は
あ
る
か

　

 

財
産
管
理
計
画
に
よ
り

　

検
討
す
る

　

伝
習
館
に
つ
い
て
は
、
役
割

は
終
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
時
に
村
内
に
伝
習
館

と
同
様
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

施
設
が
他
に
あ
る
か
ど
う
か
、

調
査
、
整
理
を
し
て
そ
の
施
設

で
活
性
化
対
策
と
し
て
計
画
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

西
川
先
生
像
の
移
転
の
話

で
す
が
、
現
在
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
関
係
各
位
の
皆
さ

ん
が
何
か
意
見
が
あ
る
か
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

総合戦略で就業環境をつくるとはＱ
村に縁のある企業と連携する

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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佐藤一
かずひと

仁  議員

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

佐
藤

施  設  利  用  料

Ｈ 27 Ｈ 26 Ｈ 25 年　 度

1920 1920 1920 使用料

1320 1140 1920 納入額

 600  780 　 0 減免額

＊単位：万円

地域密着型老人福祉施設はどうなっているのか
選定事業所より辞退届があった

　

地
域
密
着
型
老
人
福
祉
施

設
の
進
捗
状
況
は

　

６
月
定
例
議
会
後
も
引
き

続
き
、
選
定
事
業
所
と
施
設

整
備
に
向
け
て
、
最
終
的
な

協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

道
志
村
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
候
補
事
業
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
辞
退
し
た
い
と
意
向

が
示
さ
れ
辞
退
届
が
平
成
28

年
７
月
27
日
付
で
、
提
出
さ

れ
た
。

　

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
、

議
会
、
住
民
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

全
国
源
流
の
郷
協
議
会
は
、

７
年
目
に
な
り
、
他
の
自
治

体
と
交
流
を
図
る
中
で
、
村

が
抱
え
る
、
課
題
点
や
問
題

点
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
政
策
に
反
映
し
て
き
た
か

　

源
流
基
本
法
を
整
備

　

す
る
方
向
で
運
動
中

　

道
志
村
が
抱
え
て
い
る
課

題
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
協

議
会
で
は
個
別
の
案
件
に
つ

い
て
の
解
決
策
の
協
議
と
い

う
よ
り
、
源
流
地
域
を
守
る

た
め
、
源
流
基
本
法
な
ど
法

律
の
整
備
を
推
進
し
、
下
流

域
と
一
体
と
な
っ
た
、
広
域

的
な
協
力
に
よ
り
源
流
地
域

の
森
林
を
整
備
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
働
き
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

①
株
式
会
社
ど
う
し
の

過
去
３
年
分
の
決
算
状
況

と
施
設
使
用
料
は

②
平
成
26
年
度
・
平
成
27

年
度
施
設
使
用
料
を
減
額

し
た
理
由
は

③
道
志
の
湯
の
経
営
改
善

計
画
等
の
内
容
と
指
導
は

　

職
員
研
修
・
美
化
運
動
・

　

広
報
活
動
を
進
め
る

①
平
成
25
年
度
の
施
設
使

用
料
は
１
９
２
０
万
円
で

し
た
。
平
成
26
年
度
は

７
８
０
万
円
の
損
失
と
な
る

た
め
、
そ
の
分
の
使
用
料
を

減
免
し
１
１
４
０
万
円
（
道

の
駅
１
０
８
０
円
・
湯
60
万

円
）
の
使
用
料
で
し
た
。
平

成
27
年
度
は
６
０
０
万
減

免
し
、
１
３
２
０
万
円(

道

の
駅
１
２
０
０
万
円
・
湯

１
２
０
万
円)

の
使
用
料
で

し
た
。（
＊
別
掲
）

②
平
成
26
・
27
年
度
と
も
、

道
の
駅
の
売
り
上
げ
・
入
込

客
数
両
方
と
も
増
加
し
ま
し

た
が
、
道
志
の
湯
の
売
り
上

げ
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
そ

の
赤
字
分
を
道
の
駅
の
黒
字

で
補
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
減
免
の
原
因
で
す
。

③
使
用
料
の
減
免
に
当
た
っ
て

は
道
志
の
湯
の
改
善
計
画
書
の

作
成
、
提
出
を
受
け
ま
し
た
。

内
容
は
食
堂
の
営
業
時
間
の
延

長
、
施
設
内
の
美
化
活
動
、
職

員
研
修
に
よ
る
接
客
対
応
の
向

上
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
広
報

活
動
な
ど
を
行
う
。
毎
月
の
入

客
数
の
目
標
値
を
設
定
す
る
な

ど
で
す
。

　

村
で
は
、
毎
月
の
報
告
書

の
提
出
時
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
と
と
も
に
、
指
導
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

㈱どうし施設使用料

Ｑ
Ａ
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Ａ 佐藤　進
すすむ

  議員

佐
藤

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

ふるさと納税　村の募集のチラシ

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
今
年
５
月
27
日
に
行
わ

れ
た
工
事
番
号
２
号
か
ら
４

号
の
工
事
で
、
５
社
指
名
さ

れ
、
内
２
社
が
辞
退
し
て
い

ま
す
が
辞
退
の
理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
指
名
競
争
入
札
を

行
う
時
に
業
者
を
ど
の
よ
う

に
し
て
決
め
て
い
る
の
か
。

　

工
事
番
号
第
２
号
か
ら
第

４
号
の
工
事
に
お
い
て
２
社

が
辞
退
し
た
理
由
は
、「
現
場

代
理
人
の
不
足
」「
受
注
工
事

が
重
な
っ
た
こ
と
」
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

工
事
の
施
工
体
制
が
整
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

　

次
に
、
指
名
競
争
入
札
の
業

者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

２
年
に
１
度
、
入
札
参
加
資
格

の
受
付
を
行
い
ま
す
、
業
種
別

に
受
付
を
行
い
、
審
査
後
、
入

札
指
名
参
加
名
簿
が
作
成
さ

れ
、
そ
の
中
か
ら
業
者
の
選
定

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

業
者
の
指
名
選
定
は
、
管

理
職
で
組
織
さ
れ
る
指
名
選

定
委
員
会
に
お
い
て
、
適
格

性
、
施
工
能
力
、
実
績
を
考

慮
し
、
村
長
へ
具
申
し
ま
す
。

そ
の
後
、
村
長
が
最
終
判
断

を
下
し
、
指
名
業
者
が
確
定

し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り

組
み
で
、
昨
年
６
月
定
例
会

で
、
貴
重
な
自
主
財
源
な
の

で
、
魅
力
的
な
特
産
品
を
開

発
し
、
道
志
村
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

掲
載
方
法
等
に
つ
い
て
も
、

工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
と

答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
た
か

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載

　

し
た
が
寄
付
額
は
微
増

 　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
取

り
組
み
は
、

＊
総
務
省
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
中
に
掲
載
。

＊
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

紹
介
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

＊
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
〔
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
〕
に
掲
載
。

＊
株
式
会
社
イ
グ
ニ
ス
の
〔
ふ

る
さ
と
納
税
の
ご
紹
介
〕
リ

ン
ク
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

＊
公
共
施
設
、
観
光
施
設
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
掲

載
方
法
の
、取
り
組
み
経
費
は

い
く
ら
か
そ
れ
に
よ
る
効
果
は

　

取
り
組
み
の
経
費
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
等

は
、
全
て
無
料
で
経
費
は
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ポ
ス
タ
ー
作
成
費
が
約

２
万
円
経
費
と
し
て
か
か
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
目
覚
ま
し

い
成
果
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

平
成
26
年
度
実
績
17
万
５
千

円
に
対
し
、
平
成
27
年
度
は
、

29
万
円
と
微
増
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
納
税
者
の
獲
得

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

工事指名業者の選定方法は
指名選定委員会を経て村長が最終判断

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ
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大
田

大田博
ひろふみ

文 議員

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

老朽化が進む街路灯

富士山噴火時の広域避難訓練計画は
合同による広域避難訓練は必要

　

村
で
は
、
平
成
28
年
３
月

15
日
に
忍
野
村
と
の
覚
書
を

交
わ
し
富
士
山
噴
火
時
に
忍

野
村
が
広
域
避
難
の
必
要
が

あ
る
場
合
、、
道
志
村
に
一
時

集
結
地
、
受
入
避
難
所
及
び

避
難
所
運
営
準
備
を
行
う
と

あ
り
ま
す
が
、
訓
練
は
行
う

の
か
。
ま
た
、
避
難
場
所
は

確
保
出
来
る
の
か
。

　

富
士
山
火
山
防
災
対
策
協

議
会
が
平
成
27
年
３
月
に
策

定
し
た
「
富
士
山
火
山
広
域

避
難
計
画
」
に
基
づ
き
、
忍

野
村
で
は
富
士
山
火
山
広
域

避
難
計
画
を
昨
年
の
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
道
志
村
と

忍
野
村
は
「
富
士
山
火
山
噴

火
時
に
お
け
る
忍
野
村
の
広

域
避
難
に
関
す
る
覚
書
」
に

よ
り
、
本
年
３
月
15
日
に
受

け
入
れ
等
に
関
す
る
事
項
の

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
の
中
で
は
広
域
避
難

先
と
し
て
「
道
志
村
」「
大

月
市
」「
上
野
原
市
」
の
３

市
村
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

内
野
地
区
の
住
民
、
最
大

１
５
０
０
人
の
受
け
入
れ
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

避
難
に
つ
い
て
は
、
原
則
忍

野
村
の
事
務
局
を
配
置
す
る

善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
一
時
集
結
地
と
し
て
、

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
、
道
志

中
学
校
体
育
館
な
ど
８
カ
所

を
受
入
避
難
所
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

広
域
避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、
将
来
的
に
は
忍
野
村
と

道
志
村
、
大
月
市
、
上
野
原

市
と
の
合
同
に
よ
る
広
域
避

難
訓
練
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
道
４
１
３
号
線
の
夜

間
照
明
の
老
朽
化
対
策
は

　

設
置
箇
所
、
老
朽
化
の　

　

見
直
し

　

国
道
に
設
置
し
て
い
る
街

路
灯
の
う
ち
、
電
柱
に
設

置
し
て
い
る
も
の
は
村
が
管

理
し
て
お
り
、
現
在
、
国

道
４
１
３
号
線
沿
い
に
は

２
０
０
本
の
街
路
灯
を
設
置

し
、
防
犯
灯
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
内
の
街
路
灯
の

設
置
箇
所
を
見
直
し
す
る
方

向
で
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

際
、
１
本
ず
つ
老
朽
化
の
確

認
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
が

あ
れ
ば
交
換
を
行
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

　

公
園
の
遊
具
整
備
計
画
は

　

来
年
度
に
向
け
て
、

　

整
備
計
画
を
立
て
る

　

道
志
村
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総

合
戦
略
」
に
お
い
て
、
ま
た
、

村
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
10
年
計
画

の
「
道
志
村
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

の
中
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
公
園
施
設
内
に
安

全
な
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
子
育
て
環
境
の
面
か
ら

も
優
先
順
位
は
高
く
、
子
育

て
世
代
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
多

い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
向

け
て
、
整
備
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
再
質
問
あ
り
」

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ
Ａ
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Ａ

道坂川の現況

山口博
ひろやす

康  議員

山
口

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
長

①
平
成
23
年
発
生
の
台
風
13

号
に
よ
り
、
道
坂
川
で
洪
水

が
発
生
し
、
砂
防
工
事
を
県

建
設
部
へ
陳
情
し
た
が
、
調

査
内
容
と
進
捗
状
況
は
。

②
住
民
へ
の
調
査
結
果
の
説

明
会
及
び
協
力
体
制
等
は
。

③
工
事
着
工
ま
で
の
見
通
し
は
。

①
今
年
の
４
月
か
ら
、
道
坂
川

か
ら
の
土
砂
流
出
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
現
在
、
む
じ

な
沢
と
平
久
住
沢
の
２
カ
所

砂
防
工
事
を
計
画
し
て
い
る
、

ま
た
公
共
施
設
、
学
校
な
ど

が
あ
る
箇
所
を
優
先
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
業
化

さ
れ
る
の
は
平
成
32
年
度
以

降
に
な
る
と
の
返
答
で
す
。

②
事
業
化
が
平
成
32
年
度
以

降
な
の
で
、
現
時
点
で
は
ま

だ
説
明
会
等
の
時
期
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
着
工
時
期
も
現
時
点
で
は

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

観
光
客
の
冬
場
の
増
加

策
が
必
要
で
は

　

寒
さ
や
冬
場
の
食
に

　

つ
い
て
検
討
す
る

　

入
込
客
数
は
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
冬
場
の
入
込
客
数
が
少

な
い
の
は
現
実
で
す
。
今
後
は

寒
さ
や
冬
場
の
食
に
つ
い
て
検

討
し
村
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
観

光
資
源
の
発
掘
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

間
も
な
く
完
成
す
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
利
活
用
は

　

本
村
の
魅
力
を
発
信

　

す
る
拠
点
に
す
る

　

こ
の
施
設
は
、「
水
源
地
道

志
村
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」・「
定

住
・
移
住
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」・

「
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村

の
魅
力
を
横
浜
市
民
に
よ
り

身
近
で
情
報
発
信
し
、
本
村

の
認
知
度
を
高
め
、
誘
客
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
特
産

品
の
販
売
拡
大
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
各
団
体
の
行
う
事

業
に
お
い
て
も
情
報
館
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
本
村
へ

の
誘
客
の
促
進
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

内
水
面
漁
業
の
問
題

で
、
大
学
と
連
携
し
て
道

志
川
の
調
査
を
し
た
か

　

環
境
、
魚
類
生
体
調
査
を
実
施

　

東
京
海
洋
大
学
に
依
頼
し
、

道
志
川
の
環
境
、
魚
類
生
体

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
報

告
書
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、

釣
り
客
が
放
流
し
た
魚
を

あ
っ
と
い
う
間
に
釣
り
切
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
の
内
容
で
し
た
。

　

釣
り
客
減
少
で
村
と
し
て

漁
業
組
合
へ
指
導
・
助
言
は

　

釣
り
客
の
意
見
な
ど

　

参
考
に
漁
協
と
協
議

　

遊
漁
券
の
売
り
上
げ
枚
数

は
、
３
年
間
で
１
割
減
少
し
て

お
り
、
本
年
も
８
月
末
時
点

で
、
前
年
の
５
割
程
度
で
す
。

　

漁
業
組
合
へ
の
助
言
と
し

て
、
釣
り
客
が
減
少
し
て
い

る
意
見
に
「
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ

リ
ー
ス
区
間
が
あ
っ
た
時
は

結
構
釣
れ
た
。」、
と
い
う
意

見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

釣
り
客
の
率
直
な
意
見
な

ど
を
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
ら
れ
る
か
漁
協
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

道坂川砂防工事の調査、進捗状況は
事業化は平成32年度以降

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ｑ
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工事名変更は事前説明を
事業計画時に打ち合わせを密に

　

道
の
駅
駐
車
場
整
備
工
事

は
、
当
初
駐
車
場
整
備
工
事
の

み
で
あ
っ
た
が
、「
道
の
駅
ど

う
し
芝
生
広
場
整
備
工
事
」
と

工
事
名
称
が
変
更
に
な
っ
た
。

　

工
事
内
容
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
事
前
の
説
明
が
必
要

で
は
。

　

当
初
は
駐
車
場
整
備
工
事

と
し
て
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
工
事
を
は
じ
め
る
に
あ

た
り
道
の
駅
の
監
督
官
庁
で

あ
る
国
交
省
や
県
土
整
備
部

と
の
打
ち
合
わ
せ
、
ま
た
道

の
駅
を
当
初
整
備
し
た
時
に

利
用
し
た
農
政
関
係
の
補
助

事
業
な
ど
を
見
直
し
て
い
く

中
で
工
事
の
内
容
と
工
事
名

を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
事
業
計
画
時
に
関

係
機
関
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

密
に
し
、
し
っ
か
り
と
し
た

計
画
の
う
え
、
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
の
よ
う
な
人
が

集
ま
る
施
設
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
施
設
を
設
置
す
る
妥
当

性
と
、
ヘ
リ
が
着
陸
し
た

際
の
道
の
駅
観
光
客
へ
の

危
険
性
は

　

通
常
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

利
用
は
考
え
て
な
い

　

芝
生
広
場
は
あ
く
ま
で
駐

車
場
兼
用
の
広
場
と
し
て
の

整
備
で
あ
っ
て
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

道
の
駅
が
地
区
の
避
難
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
防
災
関
係
の

起
債
を
利
用
し
て
事
業
を
実

施
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
大

規
模
災
害
時
に
支
援
物
資
を

受
け
取
る
目
印
の
た
め
に
、

Ｈ
の
マ
ー
ク
を
入
れ
ま
し
た
。

通
常
時
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し

て
利
用
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

池谷高
たかあき

明 議員

池
谷

村
長

村
長

道の駅どうしの芝生駐車場

ＱＡ

Ｑ
Ａ
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男
女
共
同
参
画
計
画
は
内

閣
あ
げ
て
推
進
し
て
い
る
と

思
う
が
こ
の
問
題
に
対
す
る

村
長
の
認
識
は
。

　

国
で
は
平
成
27
年
12
月
25

日
に
、
第
４
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
自
治
体
に
対
し
て
、
市

町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
計
画
は

地
域
、
職
場
、
家
庭
で
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
村
の
実
態
は

　

新
た
な
計
画
を
策
定
す
る

　

道
志
村
で
は
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
と
し
て
、
平
成

17
年
４
月
に
「
ど
う
し
い
き

い
き
女
性
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
平
成
21
年
ま
で
の
５
年

間
、
そ
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
た
な

計
画
策
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
各
種
団
体
の
女
性

登
用
に
つ
い
て
は
、
民
生
児

童
委
員
を
は
じ
め
、
食
生
活

改
善
推
進
員
、
教
育
委
員
な

ど
、
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
問
題
に
対

す
る
村
長
の
認
識
に
つ
い

て
、
都
留
市
と
の
合
併
を

率
先
し
て
推
進
し
て
き
た

村
長
が
道
志
村
の
単
独
存

続
が
決
定
し
、
村
長
選
に
立

候
補
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
自
分
の
考
え
が
足
り

な
か
っ
た
こ
と
、
自
分
の
考

え
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
村
民
に
対
し
て
今
か

ら
で
も
説
明
す
べ
き
で
は

　

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い

て
は
、
６
月
の
定
例
会
に
お

い
て
答
弁
し
ま
し
た
が
、
既

に
過
去
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
時
は
、
国
の
政
策
に
そ
っ

て
合
併
を
議
論
す
る
の
は
、
全

国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て

も
合
併
に
つ
い
て
議
論
し
、
住

民
投
票
の
結
果
を
踏
ま
え
、
単

独
存
続
の
道
を
選
択
し
た
訳
で

す
か
ら
、
現
在
は
、
村
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
む
の
み
で

す
。
私
が
、
村
長
選
挙
に
、
出

馬
し
た
と
言
う
こ
と
は
、
そ
う

い
う
こ
と
で
、
改
め
て
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
等

を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　

村
長
は
先
の
答
弁
で
合

併
特
例
債
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
る
が
、
10
年
の
合

併
特
例
期
間
経
過
後
は
交

付
税
を
年
々
減
額
さ
れ
て

合
併
し
て
16
年
後
は
合
併

し
な
か
っ
た
場
合
よ
り
少

な
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か

　

具
体
的
な
試
算
は
し
て
い
な
い

　

特
例
債
に
つ
い
て
、
合
併

に
よ
り
、
行
政
運
営
の
効
率

化
が
図
ら
れ
、
経
費
節
減
に

つ
な
が
り
、
結
果
的
に
交
付

税
の
減
額
に
繋
が
る
こ
と
も

あ
る
。
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
行
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

男女共同参画計画に対する村長の認識は
計画を推進していることは承知している 佐藤長

ながひさ

久  議員

佐
藤

村
長

村
長

村
長

村
長

道志村の原風景

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ
Ａ
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議  会  活  動  報  告
●清流の夏休み婚活 in どうし 平成 28 年 8 月 21 日   

　結婚相談員主催による「第４回婚活 in どうし」が
開催されました。当日、村内外から 24 名の参加があ
り、室久保の的様までの渓流散策・ニジマスのつかみ
取り・ＢＢＱを堪能していただき、交流を深め４組が
マッチングしました。
　議会では参加者の送り迎えやＢＢＱ会場設定などを
手伝いました。今後とも結婚相談員さんと連携し、引
き続き人口増加対策に取り組んでいきます。 ニジマスのつかみ取りを楽しむ

●滋賀県竜王町での広報研修会に参加して 8 月 25 日〜 26 日

　山梨県町村議会広報研究協議会開催の研修会を滋賀県
竜王町議会広報委員会の皆様方と行いました。
　郡内から 7 名、甲府方面より 12 名、事務局 2 名総勢
21 名の参加者で、1 泊 2 日の日程でした。
　議会だよりを「読んでもらうには」と題し、活発な意見
交換が行われ、そんな中「なるほど」と思う意見も多くあ
り、今後の参考にしてみたいと思いました。
　その他のテーマ内容では、本村の配布までのスピードは
他を圧倒しておりました。今後においては良いところは残
し失敗を恐れず多くの事を試していきたいと感じました。

竜王町広報委員との意見交換

●改革第１弾！　一般質問の形態・方法が変わりました 平成 28 年 9 月 6 日

　一括質問方式は分かりにくいとの意見が多くあり議会改革の
取り組みとして一般質問の形態について９月定例会から一問一
答方式を試行的に採用した。
①質問形態は、対面式で一問一答とするが、試行なので一括質
問でもよい。
②質問は通告制で再々質問までとする。
③時間は、質問、答弁含めて 30 分以内とする。
　９月定例会では一問一答方式 6 人、一括方式 1 人が一般質問
を行い、論点が明確になって良かったとの意見が多かった。

対面して質問する議員
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議  会  活  動  報  告
●町村議会議長・議会運営委員長研修（栃木県那珂川町議会）

●村内工事整備の要望、観光事業についての提言

７月 14 日〜 15 日   

平成 28 年 8 月 9 日

　山梨県議長会主催の研修会に参加しました。
　那珂川町議会では議会の活性化への取り組みとして
議会改革特別委員会を設置して、町民アンケートや研
修、議会報告会を実施して平成26年に「議会基本条例」
を制定しました。さらに 3 常任委員会、7 特別委員会
で議会活動の向上と充実を図っている。議会主催の住
民懇談会や議会報告会を実施しています。
　議会改革については今後、参考にしていきます。

那珂川町議会との意見交換

●「源流 守る、活かす、生きる」をテーマに 7 月 30 日〜 31 日

　今回参加した愛媛県松野町は道志村と似た問題を抱
えており、山林の整備や間伐材の利用、保管場所また
その間伐材を燃料として利用する温泉は本村も学ぶ所
がありました。
　今後は源流の郷の重要性と魅力を幅広く発信すると
ともに、地域づくり、地域おこしを活性化し魅力ある
道志村をPRして行かなければならないと思いました。
　また全国源流の郷協議会の連携、協力をすることで、
源流ブランドというものが確立出来ればと思います。 有意義なパネルディスカッション

　村内踏査を行い鳥獣被害防止柵を、2000 ｍ各所、
農道水路整備２か所の工事要望書と、観光事業「どう
しの湯 足湯サービス」「富士山絶景スポット」などに
ついて議会で提言し受理されました。
　圏央道開通による交通量の増加に伴い道志村のＰＲ
と、古民話、伝説を発掘し道志村の歴史と文化を多く
の人に知っていただき、村から話題を発信することで
観光集客に繋げていきたい。 要望書／提言書の提出



議会だより　No.32 （16）

質
問

答
弁

平
成
25
年
３
月
定
例
会

議会の考え

質
問

答
弁

平
成
26
年
３
月
定
例
会

粗
大
ご
み
の
収
集
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と

に
で
き
な
い
か

収
集
車
両
が
大
型
で
あ
り
、
粗

大
ご
み
が
大
き
い
も
の
が
多

く
、安
全
に
収
集
す
る
為
に
も
、

現
在
の
５
か
所
で
行
い
た
い
︒

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

と
そ
の
活
用
は

制
度
創
設
５
年
間
で
、
計
25

名
で
２
６
２
万
円
の
寄
付

が
あ
っ
た
︒
こ
の
資
金
で

３
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
︒

その結果今は

年 2 回、7 月・12 月の日曜日に村内
５か所で安全収集を行っています。

平成 27 年の実績は 14 名（県外 13 名、
県内 1 名）総額 29 万円である。過年度
の平均寄付金額は年 37 万 5 千円です。

ふるさと納税依頼人の意に
添った活用を図ると共に納
税者に謝意をあらわすこと
も必要である。

安全な場所で収集することを優先して利用
者は計画的に近い収集場所を利用すること、
車ない方、体の不自由な方については、ボ
ランティア活動利用の検討も必要である。

あの一般質問は今…
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紹 
介
しょうかい

　

今
般
、
議
会
か
ら
「
議
会
だ

よ
り
」
に
原
稿
依
頼
が
あ
り
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ま
ず
現
在
の
組
合

状
況
か
ら
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

加
盟
し
て
い
る
組
合
員
数

は
、
70
名
で
そ
の
う
ち
平
日
は

10
名
、
土
日
に
は
20
名
ほ
ど
が

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
出
荷
組
合
と
い
っ
て

も
農
産
物
だ
け
で
な
く
、山
菜
、

花
、
植
木
、
工
芸
品
、
漬
け
物
、

乾
物
、
ジ
ャ
ム
な
ど
色
々
な
物

を
出
荷
者
み
ん
な
で
助
け
合
い

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自
慢

の
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
受

付
を
し
て
い
ま
す
。

   

さ
て
、
平
成
27
年
度
の
総
売

り
上
げ
が
、
６
千
２
０
０
万
円

に
な
り
平
成
28
年
度
か
ら
１
億

円
を
目
標
に
し
て
組
合
員
を
増

や
し
、
特
産
品
に
な
る
よ
う
な

新
農
産
物
の
開
拓
を
行
い
、
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
百
姓
は
、
田
や
畑
に
種

を
蒔
き
、
作
物
を
育
て
る
と
言

え
ば
簡
単
の
よ
う
だ
が
、
皆
さ

ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
長
雨

や
晴
天
が
続
き
、
台
風
な
ど
が

き
た
り
し
ま
す
。
最
も
厄
介
な

動
物
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
猪
、
カ

ラ
ス
な
ど
あ
と
２
～
３
日
す
る

と
食
べ
頃
に
な
る
と
必
ず
荒
し

に
来
ま
す
。
ま
っ
た
く
困
っ
た

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
80
歳
を
超
え
る
組

合
員
が
良
い
も
の
を
出
荷
し
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
る
と
き
、
ま

だ
私
な
ど
若
造
で
あ
り
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。

　

道
の
駅
は
、
観
光
客
が
ほ
と

ん
ど
の
た
め
良
い
新
鮮
な
物
を

安
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
お

客
様
が
道
志
村
の
農
家
を
応
援

し
て
や
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
を

大
切
に
良
い
物
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
も
明
日
も
体
を
大
事
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

組合長　佐藤久
ひさしげ

重

店頭に出すまでの作業は大変です！

道
志
村
農
産
物
生
産
出
荷
組
合　
　

 組合長　
佐  

藤　

久  

重
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編
集
後

記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

自然環境との戦いの中に活路を見出す努力を
　

私
が
漁
協
の
理
事
に
な
り
、
十
年
を

迎
え
こ
の
た
び
組
合
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

内
水
面
漁
業
の
む
ず
か
し
さ
、
不
安

を
抱
え
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
釣
り
客

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
様
に
数
年
前
よ

り
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
漁
業
施
設
等

の
視
察
を
実
施
し
、
鮎
に
関
す
る
講
習

会
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
不
漁
の
解
決

策
が
有
り
ま
せ
ん
。
原
因
は
水
質
の
変

化
、
川
虫
の
減
少
、
水
温
の
低
さ
、
ま

た
河
川
の
両
側
に
茂
る
立
木
等
が
ア
カ

の
付
着
を
遅
ら
せ
悪
く
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
集
中
豪
雨
、
砂

利
の
流
れ
で
ア
カ
が
飛
び
、
川
が
埋
ま

り
魚
の
居
場
所
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
鮎
の
稚
魚
の
成
長
が

悪
く
放
流
が
遅
れ
ま
し
た
。
道
志
川
は

水
温
が
低
く
川
の
栄
養
分
も
少
な
く
稚

魚
十
グ
ラ
ム
で
放
流
後
六
十
日
を
必
要

と
し
ま
す
。
以
上
の
様
に
難
し
い
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
が
諸
問
題
に
対
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
年
の
解

禁
日
は
最
悪
で
釣
り
客
に
謝
罪
の
一
日

で
し
た
。
こ
の
状
況
に
村
当
局
よ
り
成

魚
五
百
キ
ロ
を
提
供
し
て
頂
き
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
好
漁
が
続

き
今
で
も
大
物
が
釣
れ
ま
す
。

　

来
年
度
に
向
け
て
放
流
時
期
、
方
法

を
研
究
し
て
お
り
ま
す
の
で
村
当
局
、

組
合
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

道志村漁業協同組合

組合長　佐藤   最
も が み

上

成 魚 の 放 流

　

９
月
定
例
会
が
終
了
し
、
新
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
２
回
目
の
議
会
だ
よ
り

第
32
号
の
編
集
を
完
了
し
た
。
今
議

会
の
特
色
は
議
会
改
革
を
目
指
し
た

一
問
一
答
方
式
を
試
行
的
に
取
り
入

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
問
一
答
方
式
に
よ
る
一
般
質
問

に
も
長
短
は
あ
る
が
、
今
ま
で
よ
り

議
論
も
深
ま
り
、
双
方
に
と
っ
て
緊

張
感
も
高
ま
り
議
会
改
革
に
つ
な
が

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
回
の
一

般
質
問
も
７
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
多
岐
に
わ
た
り
議
論
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
が
、
議
会
だ

よ
り
の
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
、
限
界

も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
全
員
で
分

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
編
集
に
努

め
て
参
り
ま
す
。　
　
（
佐
藤
長
久
）


